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市 政 情 報重要なお知らせや市の新しい取り組みなどを掲載しています

　退院後、自宅で生活する中で、本人や家族の不安や困りごとが出た時に、在宅生活を支える多職種
が専門分野を生かして安心した生活が送れるようサポートします。

たかの歯科医院
歯科医師・髙野正博さん

ハーブランド介護サービス
ケアマネジャー・植野順子さん

退院が決まり、おじいちゃんが家に帰ってきて1週間がたちました。
実際に生活してみると、いろいろと困ることが増えてきて、どうやら大変みたいですが…

顔の見える関係会議
　医療・介護職をはじめと
するさまざまな職種のか

たが、ワークショップ等を通じ直接的な
関係づくりを行う「顔の見える関係会議」
という取り組みがあります。多職種のか
たがつながることで連携体制を構築し、
効果的な医療・介護サービスの提供を目
指すもので、平成24年から実施していま
す。毎回、真剣な議論が交わされていて、
平成29年度末までに計23回、延べ4,700
人を超えるかたが参加しています。

　介護保険制度の知識を広く持つ「介護
支援専門員」のことをいい、通称「ケアマ
ネ」と呼ばれています。サービスを利用す
る本人と本人を支える家族の意向を基に
居宅サービス計画書（ケアプラン）を作成
します。本人・家族とサービス事業者をつ
なぐための調整をするなど、重要な役割
を担っています。

　ご自宅で本人・家族・サービス事業者が
一堂に会し、今の暮らしの中での困りご
とや、これからどのように暮らしていき
たいかを中心にケアプランを検討する
会議（3コマ目）のことをいいます。意見
交換や情報を共有する大切な場であり、
チームケアを進める上で欠かせない会議
です。

　ケアマネジャーの利用料は介護保険の
財源から全額支払われるので、自己負担
はありません。また、ケアプラン作成に係
る相談（訪問・聞き取り・サービス調整等）
についても費用はかかりません。

　市では、在宅医療・介護を含む、地域包括ケアシステムを早くからつくりあげ、全国から
注目されています。このコーナーでは、市内に暮らす「かしわ家」を例に、誰にでも起こりう
る問題と役立つ市の取り組みを、全９回にわたって楽しく分かりやすく紹介します。	

問地域医療推進課☎7197−1510
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▲顔の見える関係会議の様子


